
チェック項目 はい どちらとも
いえない いいえ わから

ない
ご意見

ご意見を踏まえた
対応

1
子どもの活動等のスペースが十分に確保されて
いるか

14

・色々な野外活動をして頂き、ありが
とうございます。
・お部屋は少しせまいイメージがあり
ますが、2階もあり、外へ出るのでい
いかと思います。
・1階のお部屋は少し狭いイメージが
ありますが、2階もあり、外へ出るの
でいいかなと思います。

・児童さんに合わせて部屋の模様替
えを行い、児童さんの活動スペース
を広く取れるよう工夫しています。
また、密を防ぐよう配慮したり、自
由時間には静と動の遊びの空間を工
夫したりと安全にすごして頂く環境
をつくっております。
引き続き、感染対策に配慮したうえ
ですが、野外活動（散歩や公園な
ど）でのびのびと活動できるように
して参ります。

2 職員の配置数や専門性は適切であるか 13 1

・いつも丁寧な対応ありがとうござい
ます。
・WAWAWAで皆さんの専門性について教
えて下さり、子供を預ける親として
は、より安心・信頼が深まりました。
スタッフの方の数が多く、丁寧に関
わってもらえて、とても嬉しいです。
・沢山の先生がいて、目配りが届いて
いる様で安心して預けられています。

・常に専門性を向上する為に、ご利
用者様のご理解を得た上で、月に1
日、四半期に1日の定期的な研修の時
間を頂戴しております。
・今年度から日本ダウン症協会にも
加入し、研修の参加や会報誌を取り
寄せております。また、コロナ禍な
らではのオンライン研修も隙間時間
に閲覧できるようにしております。
・草加市障害児通所支援事業連絡協
議会に加盟し、草加市より援助して
頂いている研修の機会もあるので、
引き続きスタッフの専門性向上に全
力で努めて参ります。

3

生活空間は、本人にわかりやすい構造化された
環境になっているか。また、障害の特性に応
じ、事業所の設備等は、バリアフリー化や情報
伝達等への配慮が適切になされているか

14

・少人数で遊ぶスペースもちょうど良
くていいと思いました。
・『視覚で分かりやすく』を、たくさ
ん教室内に取り入れてもらえており助
かります。
・あおむしの下やホワイトボードの前
など視覚的にも分かりやすい。
・絵カードチップわかりやすそうでい
いです。

・来所時の導線は色分けされ、児童
の持ち物を片づける場所は視覚的に
配慮された構造化を行っておりま
す。（最近ロッカーの名札を児童の
写真入りに変更しました）
・児童の行動の切り替えを支援する
ものとして一人一つのスケジュール
ボードを用意し、全員で行なうこと
で一体感を感じながら取り組んで頂
いております。本日の予定をしっか
り目で確かめて、いまは何をする時
間、何が終わった、次は何をすると
いうことを明確にしております。
・はらぺこあおむしのオブジェの下
で集合！などと目印として活用して
いる視覚的なものを多く取り入れて
おります。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境と
なっているか。また、子ども達の活動に合わせ
た空間となっているか

13 1

・トイレについての衛生面について、
もう少し詳しく教えて下さい。
・オゾン殺菌機の使用はさすが！で
す。素晴らしいですし、安心と安全に
感謝です。
・殺菌機での殺菌、換気安心できま
す。

・業務用オゾン殺菌機で空間を清潔
に、消毒液で毎日行って児童さんが
触る場所を清潔に。カーペットの床
は剥がす事ができる為、汚れてし
まったら交換する事で清潔さを保っ
ています。
・出入口は常時換気できる網戸を新
設しており、上部の窓は常時換気で
きる状態を維持しております。
・トイレは壁やドアなどの手が触れ
る場所は定期的に念入りに消毒して
います。排便後は、便の様子に応じ
て、都度消毒し感染対策をしていま
す。使用済おむつは必ずビニール袋
に入れて処分し、便座や床に汚れが
見られたら、すぐに消毒液で拭き掃
除をしています。

5
子どもと保護者のニーズや課題が客観的に分析
された上で、児童発達支援計画が作成されてい
るか

14

・野外での食事等、問題ありません。
・毎月異なるプログラムをして頂くこ
とにより、見て、感じて、聞くことが
できて良いと感じました。
・調理は子どもも興味津々だし、やり
たがるので、ぜんぜん活動として取り
入れて頂きたいです。野外の食事も◎
・いいと思います。

・野外での食事は、今後は条件付き
とはなりますが検討して参ります。
・新型コロナ感染症対策下での調理
は原則行わないという方向性です
が、個装されているものを盛り付け
る程度であれば実現可能と考えてお
ります。引き続き、検討して参りま
す。

6

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラ
インの「児童発達支援の提供すべき支援」の
「発達支援（本人支援及び移行支援）」、「家
族支援」、「地域支援」で示す支援内容から子
どもの支援に必要な項目が適切に選択され、そ
の上で、具体的な支援内容が設定されているか

13 1

・送迎毎、活動の説明で子供の様子が
知れるのでいいです。
・おたより「WAWAWA」、写真サービス
とてもいいです。最近また大きな声を
だしたり感情のコントロールが難しい
ようです。

・こぱんで出来る事を増やして、ご
家族の負担軽減を行っています。今
後はペアレントトレーニング等でこ
ぱんでの支援方法を共有する事によ
り、より児童さんの成長に繋がると
考えています。
また、ご好評頂いております写真
サービスとお便りは引き続き継続さ
せて頂きます。

公表：令和４年２月２０日

事業所名　こぱんはうすさくら草加両新田教室 保護者等数（児童数）16　回収数　14　割合　87.5%
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保護者等からの児童発達支援事業所評価の集計結果（公表）



7
児童発達支援計画に沿った支援が行われている
か

14

・帰宅時、お友達は何人いたの？と聞
くと必ず、2人というので何人くらい
で活動したのか知りたいです。
・いいと思います。

・何人か気になっている方にはご利
用人数をお伝え致します。他の児童
さんと関わりがあったら、それも伝
えます。
・支援計画に沿った支援が行なえる
ように、朝礼、昼礼（平日のみ）、
終礼で変更点等をカバーし、月に４
回の定例ミーティングも実施してお
ります。
・指導室に通所される児童のファイ
ルを準備し、いつでも支援経過やス
タッフが気になった点を記載する経
過表が見れるようにすることで計画
に沿った支援をさせて頂いておりま
す。

8
活動プログラムが固定化しないよう工夫されて
いるか

14 1

・子供が楽しめるようなことばかり
で、素晴らしいと思いました。
・図書館や英会話は特に他の療育施設
でやっている所は少ないと思うので貴
重な経験をさせてもらい嬉しいです。

・スタッフの特技を活かしたプログ
ラムを行う事で、スタッフも児童さ
んと一緒に楽しめる工夫をしていま
す。また社会経験の蓄積をコンセプ
トに、様々な場所に出掛けるように
しています。
コロナ禍で行先が固定されてきてい
る点に関しては順次開拓していける
ように致します。

9
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、
障害のない子どもと活動する機会があるか

4 3 3 4

・コロナ以前はどのような交流をされ
ていたのでしょうか。
こぱんさんを始め、たくさんの人と出
会い、触れ合う機会を増やし良い関係
を築き上げていきたいと考えておりま
す。
・自分の家の子に限っては、普段保育
園でそれはできているので特別希望は
ないですが、あっても別に大丈夫で
す。

・コロナ禍で他施設との直接の交流
はできませんが、外出先で一緒に
なった方とは、あいさつを交わした
り、一緒に遊んだりしています。
コロナ前は他の園や施設との交流を
始める前のご挨拶で終わってしまっ
たので、再開できると良いなと思い
ます。

10
運営規程、利用者負担等について丁寧な説明が
なされたか

14

11

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の
提供すべき支援」のねらい及び支援内容と、こ
れに基づき作成された「児童発達支援計画」を
示しながら、支援内容の説明がなされたか

12 2

12
保護者に対して家族支援プログラム（ペアレン
ト・トレーニング等）が行われているか

9 3 2

・ご家庭の様子、ご家族様の困りご
となどを聞かせていただき、一緒に
考えながら、共に成長していけたら
と思います。小さな事でも、お声が
けください。コロナ禍で機会が作れ
ず申し訳ございませんが、今後はオ
ンラインも含めて計画を立てて参り
ます。

13
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子
どもの発達の状況や課題について共通理解がで
きているか

13 1

・お話しやすい雰囲気の先生ばかりな
ので助かります。
・とても親切で丁寧だと思います。

・日常的には送迎の際に配慮させて
頂いておりますが、定期的な面談等
でも共通理解を得られるように善処
してまいります。

14
定期的に、保護者に対して面談や、育児に関す
る助言等の支援が行われているか

13 1

・定期的に面談を実施したり、定期
的に相談員との連携も図っておりま
す。いまは児童が通所されている園
や学校との連携も増やしておりま
す。

15
父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等
により保護者同士の連携が支援されているか

6 1 3 4

・特にいまのところ希望はないです。
・たまにあっても楽しそうかと思いま
す。
・個人的には親自身が精神疾患を持っ
ているため、保護者会がないという点
はとてもありがたいです。

・保護者の方々にも負担にならない
程度でオンライン保護者会やイベン
ト様子の上映会等を検討していきま
す。

16

子どもや保護者からの相談や申入れについて、
対応の体制が整備されているとともに、子ども
や保護者に周知・説明され、相談や申入れをし
た際に迅速かつ適切に対応されている
か

14

・細かい要望や相談もきちんと対応頂
いてます。
・忘れ物があった時、わざわざ家まで
届けて頂けるので助かってます。あり
がとうございます。

・LINE公式アカウントを開設し、よ
り相談や申し入れを行いやすい環境
を整えました。

17
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のた
めの配慮がなされているか

14

・いつもお忙しい中、1日の様子を送
迎時や連絡帳で伝えてくださり、あり
がとうございます。
・具体的な活動内容だけでなく、子ど
もの反応や様子も教えて下さり、その
日のことがきちんとわかります。子ど
もとの会話にもつながって助かりま
す。
・じゅうぶんにされていると思いま
す。

・保護者の方に1日の様子をお伝えす
ると共に保護者の方からも気兼ねな
く話して頂けるよう心掛けます。

18

定期的に会報やホームページ等で、活動概要や
行事予定、連絡体制等の情報や業務に関する自
己評価の結果を子どもや保護者に対して発信さ
れているか

14

・毎日の写真とっても楽しんでいま
す。連絡帳の内容と照らし合わせなが
ら、「あ、これのことだ～♡」などと
感じてます。
・じゅうぶんにされていると思いま
す。

・ホームページの更新頻度を増や
し、活動内容がよりわかりやすくな
るように致します。

19 個人情報の取扱いに十分注意されているか 14

20

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染
症対応マニュアル等を策定し、保護者に周知・
説明されているか。また、発生を想定した訓練
が実施されているか

14

・いつもお忙しい中、細かくお便りや
連絡帳を書いてくださいましてありが
とうございます。
・とても、しっかりしてると思いま
す。対策もお知らせも。誠実さを感じ
ます。

・緊急事態宣言時など、不定期的で
はありますが、我々が行なっている
感染症対策も、引き続きご案内させ
て頂ければと考えております。
・看護師を招いて、感染症対策を実
施予定です。その他、防犯対策も研
修を検討させて頂きます。

適
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な
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援
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21
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出、
その他必要な訓練が行われているか

14

・必要に応じ、家ではやれないことを
して頂き、ありがとうございます。
・消防署の協力の訓練とは、どのよう
なものか気になります！

・防災訓練はより細かい設定や、ス
タッフが本番を想定した動きを引き
続き行ってまいります。
・コロナ前は消防署でDVD鑑賞、消防
車や救急車の設備をみせて頂いた
り、起震車で地震体験をおこないま
した。
・起震装置のある施設への訪問実績
はありますが、コロナウイルスの感
染状況をみながら実施して参りま
す。

22 子どもは通所を楽しみにしているか 14

・こぱんさんに通い始めて言葉はもち
ろん、出来る事も増え大好きな友達や
先生とも出会え、毎日通いたいって
言ってくれる様になりありがとうござ
います。
・通所開始以来、ずーっと楽しく通え
ていて、こぱんさんに巡り合えて本当
に良かったなぁと思っています。
・預ける時間を延長しましたが、とて
も楽しんでいて、前日の夜になると
「あしたはこぱんだ～！」と大喜びで
す。ありがとうございます！
・まだ出来事など話しませんが、毎回
楽しんで帰ってきます。刺激を受けて
いる様子です。
・今日こぱんはうすさん行くよと言う
と、とても喜びます。

・今後も楽しく通っていただけるよ
うにプログラム内容を工夫し、室
内・屋外活動のバランスよく活動し
ていきます。

23 事業所の支援に満足しているか 14

・色々な公園に連れて行ってもらい、
日々体を動かしてもらっていること
も、とてもありがたいです。
・図書館ではルールやマナー、利用法
を学び、本に親しむチャンスを頂き、
英会話は本当にめったにできないネイ
ティブの先生との楽しい交流ができ、
写真公開もお手間が掛かるのに続けて
くださり、大々満足です。
おりがみやおえかき、制作では子ども
の興味を引き出してもらえていると
日々感じてます！
・コロナが落ち着いたら、夏場は簡易
的にでも水遊びや氷を使ってあそんだ
りなど取り入れてもらえたら、より嬉
しいです。（プールまでやらなくて
も）
・調理も期待してます！
・こぱんさんの活動は、やらせてみた
いこと、やってほしいことの両方がた
くさん取り入れられていて親としても
嬉しいです。
・毎回、色々な体験、経験させて頂き
まして、とても充実した日を過ごさせ
て頂きました。今年もどうぞ宜しくお
願い致します。
・いつも温かい送迎ありがとうござい
ます。

・コロナ禍により衛生面で取り組め
ていない活動もたくさんあります
が、どのようにしたら実現できる
か、あったらいいなと思うプログラ
ム等、ご家族のご意見に合った支援
も提案させて頂きます。
・1年の集大成として取り組んでいる
制作のバインダーに挟む作品は集団
プログラムやレクに取り入れて増や
していきます。
・季節ごとのイベントや、同じ公園
でも遊び方を変えるなどして、より
満足して頂ける活動にして参りま
す。

非
常
時
等
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事業所名　こぱんはうすさくら草加両新田教室　

チェック項目 工夫している点
課題や改善すべき点を踏まえた

改善内容又は改善目標

1
利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適
切である

・児童の安全や活動の幅を広げる為
に、物の配置や動線の見直しを定期
的に行っている。
・新型コロナウイルス感染への配慮
から食事中のスタッフの配置を最小
限にしたり、密を防ぐ配慮をしてい
る。また、過剰支援を防ぐよう活動
や人数に合わせて柔軟に配置してい
る。
・着席して遊べるゾーンをつくるこ
とで自由遊びの幅を広げた。

・通所される児童さんの人数や特性
にあわせ、適宜部屋の模様替えを行
い、児童さんが安全で快適に過ごせ
る環境を整えます。

2 職員の配置数は適切であるか

・集団療育に必要十分な児童指導員
を配置できている。
スタッフが多すぎる場合には、研修
やプログラム活動の準備等に時間を
あてることで適切な職員数で集団を
纏めるように工夫している。
・コロナへの配慮から食事中の配置
を最小限にしたり、密を防ぐ配慮を
している。また、過剰支援を防ぐよ
う活動や人数に合わせて柔軟に配置
している。
・公園等、必要に応じて人員の確保
をしている。

・全体把握、誘導、見守り等役割を
決めれるようにプログラム担当が流
れを可視化するように仕組みを変え
ております。
・専門的知識が十分ということは無
いので、各自が向上していけるよう
に研修や隔週の1on1ミーティングは
継続しておこなってまいります。
・引き続き、専門知識のある機関や
園、相談員様との連携もとりながら
支援してまいります。

3

生活空間は、本人にわかりやすく構造化された
環境になっている。また、障害の特性に応じ、
事
業所の設備等は、バリアフリー化や情報伝達等
への配慮が適切になされている

・棚や靴箱の高さや食事の席など、
特性や能力に合わせた配置をしてい
る。また、危険が予測出来る場所に
はグッズを活用して、けがや転倒に
備えている。
・入室から検温までの導線を可視化
し、わかりやすくしている。また
ロッカーや下駄箱の名札を顔写真入
りのものに変更した。
・「椅子に座る」「見通しをつけ
る」時には絵を使う等、情報の可視
化しており、はらぺこあおむしのオ
ブジェで視覚的にもわかりやすく楽
しく過ごせる工夫をしている。

・言葉の理解や発語に課題がある児
童さんには、絵チップを活用する
等、支援方法を工夫していきます。
・室内に限らず出かける公園の絵
カードチップの試作をして、実践に
導入してまいります。
・出入口の段差を考慮し、安全に出
入りできるように支援して参りま
す。

4

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境に
なっている。また、子ども達の活動に合わせた
空
間となっている

・複数人で清掃や消毒をしたり、オ
ゾン消毒を行うことで、安全点検も
兼ねた徹底した衛生管理をしてい
る。
・集中して遊べるようにテーブルを
用意。玩具箱の位置を移動し、空間
を広く使えるように環境整備した。
・移動する時、どこへ行くべきか
を、目印を定めて動きやすくする

・それぞれの活動の場所をゾーン化
（可視化）することで、お子様自身
での行動や役割の実施に繋げられる
ようサポートしてまいります。

5
業務改善を進めるためのPDCAサイクル（目標
設定と振り返り）に、広く職員が参画している

・日々気づきがあったり課題だと感
じることも、月4回の定例会議の中で
話す機会を用意している。また、
日々の終礼で個々の気づきやご家庭
からの情報共有も行っている。
・時間の制約があるなかで、プログ
ラム担当が予め、プログラムも含め
た1日の流れを事前に明文化するよう
に工夫したことで全員がPDCAサイク
ルに参画している。
・集団プログラムのプログラム担当
が草案を３日前にスタッフに共有す
ることでPDCAサイクルを実現してい
る。

・日々、追加されていく課題や気づ
きのシートを社内会議で活用してい
る。時間の都合でカバーできなかっ
たものをどのようにカバーするかは
要検討。

6
保護者等向け評価表により、保護者等に対し
て事業所の評価を実施するとともに、保護者等
の意向等を把握し、業務改善につなげている

・ご家庭から頂いているご意見やご
要望を共有し、思いを受け止めなが
ら出来る限り支援に反映させている
・評価表の実施と共に、普段から保
護者の声をスタッフ間で共有できて
いる。

・支援計画やモニタリングシート、
面談記録等が含まれる個人ファイル
を確認してから支援して参ります。

7

事業所向け自己評価表及び保護者向け評価
表の結果を踏まえ、事業所として自己評価を行
うとともに、その結果による支援の質の評価及
び
改善の内容を、事業所の会報やホームページ
等で公開している

・毎年、ホームページに掲載し、教
室内に掲示することでスタッフや見
学された方にも見て頂けるように工
夫している。

・毎月のお便りとあわせて同封する
ように工夫する。

8
第三者による外部評価を行い、評価結果を業
務改善につなげている

・ボランティア募集をしている
・相談員による現地モニタリングを
受け入れている。
・児童が併用されている発達支援セ
ンター等の施設との連携やサービス
担当者会議での意見交換を実施して
いる。

・ボランティアや本部の方から意見
を頂いているが、まだ足りていな
い。コロナ情勢に配慮しながら第三
者からの目線、意見を積極的に取り
入れて行く。

9

8 1

10
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公表：令和　４年２月２０日

はい いいえ

児童発達支援事業所における自己評価結果（公表）



9
職員の資質の向上を行うために、研修の機会を
確保している

・児童に合わせた研修を受講した
り、報告書を共有している
・オンライン研修に参加したり、動
画で共有する等、研修参加の機会は
設けられている。また四半期に一度
全体研修を実施し始めた。
・オンラインでの参加など、職員が
向上できるよう研修の機会が設けら
れている。

・療育にとって重要な歩行に関する
研修を改めて実施し、スタッフ内で
共有したうえで、実践に繋げて参り
ます。

10
アセスメントを適切に行い、子どもと保護者の
ニーズや課題を客観的に分析した上で、児童発
達支援計画を作成している

・年齢的に自身での訴えが難しいた
め、より丁寧にご家庭との情報共有
をしている。
・面談を行い保護者のニーズを聞き
出し、また毎月のカンファレンスで
アセスメントの分析を行う。二つを
合わせた支援計画を作成している。
・日々、気がついたことを記録に残
し職員間でも共有を行っている。

11
子どもの適応行動の状況を図るために、標準化
されたアセスメントツールを使用している

・本部研修で用いられているツール
を使用してアセスメントを取り、支
援計画に活かしている。

12

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイド
ラインの「児童発達支援の提供すべき支援」の
「発達支援（本人支援及び移行支援）」、
「家族支援」、「地域支援」で示す支援内容か
ら子どもの支援に必要な項目が適切に選択さ
れ、その上で、具体的な支援内容が設定されて
いる

・複数人で確認しながら適切な設定
が出来ているかを検討して、項目や
内容を決定している。

・設定された文言以外の要素にも配
慮しながら支援するように心がけて
いく
・適切に設定されているが、「家族
支援」や「地域支援」の部分に関し
てはまだ不十分であると感じる。ま
ずは「家族支援」に目を向けた内容
設定も盛り込んでいけるように検討
する。

13
児童発達支援計画に沿った支援が行われてい
る

・来室される児童の個別ファイルを
児童指導室に設置し、支援経過記録
の背表紙に要約した内容を印刷し添
付したことで計画にあった支援が行
えるように工夫している。
・プログラム担当者が事前に当日の
ながれを資料に纏めて、事前に準備
することで、現場で支援計画に沿っ
た支援に集中できるように効率化し
ていく工夫が取られた。
・送迎の際に児童さんの様子を確認
している。

・個人の課題と集団への配慮のバラ
ンスを調整していく
・保護者の方に一日の様子を話す
際、こちらから伝えるだけでなく、
保護者の方からも情報を頂けるよう
に配慮していく。

14 活動プログラムの立案をチームで行っている

・プログラム案を作成し、複数で共
有・確認・見直しをしやすいシステ
ムにしている
・当日のプログラム担当を中心に、
チームで内容を考えられるように
なってきた。
・職員で情報共有できるよう意見交
換を行っている。

・過去のプログラム内容の実施経過
や反省点を踏まえ、より適切な支援
になるように立案・実施していく。
・チームで確認しあえるシステムに
なったので密度の濃いものにしてい
く

15
活動プログラムが固定化しないよう工夫してい
る

・週毎のバランスや曜日毎の児童さ
んのニーズに合うように、また活動
の種類が偏らないように工夫してい
る
・スタッフの得意分野をプログラム
に組み込み、発展しやすいようにし
ている。また随時新しいプログラム
を組み込むようにしている。
・職員で、こんなプログラムを取り
入れたらどうかと、児童さんの様子
をみて案をだしている。

・児童さんやご家庭のニーズに、よ
り合わせたプログラムを目指してお
聞き取りをしていく。
・他の事業所の内容等、様々な場所
からヒントを得て、更に児童さんに
楽しんで頂けるプログラムを組み込
んでいく。

16
子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を
適宜組み合わせて児童発達支援計画を作成
している

・ご家庭と相談させていただきなが
ら、手先課題やお約束の復唱等、集
団と個別のどちらにも配慮した計画
作成を実施している。
・集団活動を中心にしているが、保
護者のニーズを組み込み、適宜個別
活動も支援計画に組み込めている。
（体幹を鍛える。手先の強化等）

・スタッフが個別活動の計画に対応
できるように、活動案が一目でわか
るツールを用意する。
・個々の特性に配慮しつつ、楽しく
集団活動に参加できるような支援計
画を作成して参ります。

17
支援開始前には職員間で必ず打合せをし、そ
の日行われる支援の内容や役割分担について
確認している

・朝礼やプログラム案を活用。当日
の児童さんに合わせて柔軟な対応が
出来るようにスタッフ間で情報を共
有している。
・当日のプログラム担当が中心とな
り、朝礼時・送迎時間を利用して打
ち合わせ、役割分担の確認を行って
いる。

・支援開始前の口頭だと伝わらない
事が多いとの声もあった為、事前に
プログラム案を作成することで支援
のねらいや役割分担についても事前
確認できるようになった。

18
支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、そ
の日行われた支援の振り返りを行い､気付いた
点等を共有している

・昼礼や終礼でプログラム案のねら
いや配慮、実施状況が適切であった
か、また改善内容を意見交換するこ
とで次に活かせるようにしている。

・プログラム案の内容が児童さんの
姿にあった支援になっていたかを振
り返り、次の支援に繋げていく。

19
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、
支
援の検証・改善につなげている

・個別ファイルに経過表を入れ、記
録を蓄積できるような環境にしてい
る。
・プログラム案に実際の所要時間や
結果、改善点を記録している。

・経過表の保管の流れを変更し、い
つでも記入できるよう環境を整え
る。
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20
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計
画の見直しの必要性を判断している

・課題の達成具合や適正に応じて、
更新予定月まで待たずに前倒しの見
直しの提案やご相談をさせて頂いて
いる
・半年に一度カンファレンス内でモ
ニタリングを行い、計画見直しにつ
いての検討を行っている。
・モニタリングシートを共有し、支
援改善について皆で考えている

・利用開始間もない児童さんに関し
ては、モニタリング期間を短くして
計画内容の見直しをこまめに入れて
いく

21
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議に
その子どもの状況に精通した最もふさわしい者
が参画している

・スタッフのアセスメント情報を吸
い上げた管理者・児発管が会議に参
加している。

22
母子保健や子ども・子育て支援等の関係者や
関係機関と連携した支援を行っている

・出来ている関係先もある。
・相談支援員を中心に連携や情報共
有を適宜行えている。

・まだ関係が深くない事業所や支援
員さんとも、積極的に交流できるよ
うに努める

23

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害
のある子ども等を支援している場合）
地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育等
の関係機関と連携した支援を行っている

・現時点で医療的ケアが必要な児童
はいないが、研修の案内がでてきた
ので、今後は検討していく。

・今後、医療的ケア児も受け入れら
れるように必要な人材や研修を取り
入れていく

24

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害
のある子ども等を支援している場合）
子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体制
を整えている

・現時点で医療的ケアが必要な児童
はいないが、研修の案内がでてきた
ので、今後は検討していく。

・今後、医療的ケア児も受け入れら
れるように必要な人材や研修を取り
入れていく

25
移行支援として、保育所や認定こども園、幼稚
園、特別支援学校（幼稚部）等との間で、支
援内容等の情報共有と相互理解を図っている

・既に交流がある支援員さんや施設
からは、情報を頂きながら計画の立
案や支援に活かしている
・保護者や相談員経由で情報共有や
相互理解を図り、放課後等デイサー
ビスの児童との活動を取り入れた移
行支援を実施している。
・児童の幼稚園での様子を共有した
り、当教室の見学等も受け入れてい
る。

・交流のない施設もまだ多いので、
積極的に連絡を取り情報共有に努め
ます
・幼保との連携や情報共有に関して
はあまり行えていない。保護者を通
して幼保との連携が取れるように体
制を整えていく必要有。
・コロナ禍やスケジュール的に難し
い部分もあるが支援の統一化を図っ
ていく。

26
移行支援として、小学校や特別支援学校（小
学部）との間で、支援内容等の情報共有と相
互理解を図っている

・相談員を通じて、支援内容等の情
報共有と相互理解が取れているご家
庭もある。
・適宜、小学校の先生との間で支援
内容等の情報共有と相互理解を図っ
ている。

・移行支援として、小学校や特別支
援学校との間の情報共有は未だ少な
いので、増やしていく必要性があ
る。
・相談員がついていないご家庭に関
してはペアレントトレーニングも含
めて取り入れていく必要がある。

27
他の児童発達支援センターや児童発達支援事
業所、発達障害者支援センター等の専門機関
と連携し、助言や研修を受けている

・定期的に児童発達支援センターの
相談員と連携をとることで、必要な
タイミングで適宜、助言を頂くこと
ができている。
・市の連合会に加盟し、定期的に実
施されている研修に参加している。
・Zoomを使ってオンライン形式で研
修をおこなっている。

28
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、
障害のない子どもと活動する機会がある

・児童館や図書館といった公的な施
設を活用して交流する機会がある

29
（自立支援）協議会子ども部会や地域の子ど
も・子育て会議等へ積極的に参加している

・草加市障害児通所支援事業連絡協
議会に加盟し、各種会議や研修に参
加している。

・新型コロナウイルスの感染が落ち
ついたら、地域との交流が図れるよ
うに努める。

30
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子
どもの発達の状況や課題について共通理解を
持っている

・連絡帳の記載等から頂く保護者の
情報を活用しています。
・送迎時に保護者の方へ様子をお伝
えしたり、コミュニケーションツー
ルを利用して、保護者とは常に連絡
を取りやすい環境整備を行ってい
る。

・個人ファイルの経過表へ積極的に
書き込みをする事や、毎日確認して
支援にあたる事が徹底していく。

31

保護者の対応力の向上を図る観点から、保護
者に対して家族支援プログラム（ペアレント･
ト
レーニング等）の支援を行っている

・一部の保護者に対してはペアレン
ト・トレーニングに近しい取り組み
は行っている。
・保護者へ市区町村から案内された
ペアレント・トレーニングの案内を
送付している。
・面談や送迎時にご家庭の様子を伺
い、対応方法について提案という形
でお伝えさせて頂いている。

・ペアレントトレーニングについて
スタッフが理解を深めていく。

32
運営規程、利用者負担等について丁寧な説明
を行っている

・契約時に説明。毎月の支払いの際
に明細書もお渡しする等、情報共有
されている。
・運営規定を朝礼で読み上げている
為、スタッフに共有がされており、
よく話にあがる。
・ご契約時に契約書と重要事項説明
書の説明の中でお伝えしている。
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33

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の
提供すべき支援」のねらい及び支援内容と、こ
れに基づき作成された「児童発達支援計画」を
示しながら支援内容の説明を行い、保護者から
児童発達支援計画の同意を得ている

・事前に保護者からある程度の情報
を頂き、カンファレンスの内容と照
らし合わせて計画を作成し、面談の
際に最終的に決まった内容をお話し
する事で同意を頂いている。

・保護者の思いを大切に支援計画に
沿った支援をできるようにする。

34
定期的に、保護者からの子育ての悩み等に対
する相談に適切に応じ、必要な助言と支援を
行っている

・面談や送迎時にご家庭の様子を伺
い、対応方法について提案という形
でお伝えさせて頂いている。
ケースによっては、支援員さんや他
施設にも情報共有する。
・送迎時に頂いた判断の難しい内容
に関しては、管理者から改めて連絡
を入れる等の対応を取っている。気
軽に相談できるようコミュニケー
ションツールを利用して、保護者と
は常に連絡を取りやすい環境整備を
行っている。

35
父母の会の活動を支援したり、保護者会等を
開催する等により、保護者同士の連携を支援し
ている

・コロナ禍において密をさけたい保
護者も多い為、定期的にアンケート
で保護者会の必要性を確認してい
る。

・保護者同士の連携を支援する活動
は特に行っていない。コロナが落ち
着いたら保護者会の実施や、代替案
としてオンライン保護者会等も検討
していく。

36

子どもや保護者からの相談や申入れについて、
対応の体制を整備するとともに、子どもや保護
者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速
かつ適切に対応している

・相談や申し入れに対しては管理
者・児発管に報告・連絡の上、管理
者が対応する形を取っている。対応
が遅れないよう報告・連絡しやすい
環境整備を行っている。

・送迎時などにご相談頂いた内容に
関しては、個人の意見に偏らないよ
うに配慮して参ります。

37
定期的に会報等を発行し、活動概要や行事
予定、連絡体制等の情報を子どもや保護者に
対して発信している

・月に一度写真入りのお便りを作
成、内容を見て頂いている。また活
動時に写真撮影を行い、写真を閲
覧・購入できるシステムを導入して
いる。

38 個人情報の取扱いに十分注意している

・ハード面では鍵付きの書庫やシュ
レッダーを使用し、万が一の事故の
為に保安カメラ等の設置もしてい
る。ソフト面ではBCP対策も兼ねてビ
ジネス向けのLINEの活用や業務で使
用される電子データはすべてクラウ
ド保存している。

39
障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情
報伝達のための配慮をしている

・個々の特性に配慮した分かりやす
い環境を整えたり、漢字の理解が難
しいご家庭にはひらがなでお伝えす
る等、ニーズに合わせた対応をして
いる。
・長期化するコロナ禍で生活様式の
変化にあわせて、保護者との時間を
気にせず情報伝達できるLINE公式ア
カウントを使用して連絡を取り合っ
ている。

40
事業所の行事に地域住民を招待する等地域に
開かれた事業運営を図っている

・草加市障害児通所支援事業連絡協
議会に加盟し、各種会議や研修に参
加。ホームページやブログ等で対外
的に開かれた事業運営している。

・コロナが落ち着き次第、地域交流
の一環としてお祭りの開催等の企画
を検討していく。

41

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染
症対応マニュアル等を策定し、職員や保護者に
周知するとともに、発生を想定した訓練を実施
している

・マニュアルの策定、緊急時の避難
場所は保護者に周知を行っている。

・教室にあった内容に更新すること
で、さらなる安全・安心につなげて
いきたい
・防災リュックの中身、避難誘導の
方法の再検討。
・被災時はできているが感染症・不
審者対策はできていない。対応とし
てスタッフの共通理解をしていきま
す。

42
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出
その他必要な訓練を行っている

・様々な場面を想定して、児童さん
も含めて月に一度実施している。
・災害時に汎用できるとして、ラグ
の上に集合して座る習慣を取り入れ
ている。

・引き続き、気づきや反省を活か
し、具体的な対応策を考え実施して
いく
・感染対策の訓練の実施
・防災リュックの中身や備蓄品、避
難誘導の方法の定期的なチェックと
改善をしていく

43
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこ
どもの状況を確認している

・利用開始の際のアセスメントで情
報収集を行い、面談の度にアップ
デートがあるか確認を取っている。
・アレルギーに限りませんが服薬介
助に関する依頼書を必要に応じてご
記入頂いております。

・全員が業務前に個人ファイルに目
を通し、変更点等があった場合には
周知、対応できるようにする

44
食物アレルギーのある子どもについて、医師の
指示書に基づく対応がされている

・アレルギー対応も全スタッフが確
認し、実行している。
・アレルギーに限りませんが服薬介
助に関する依頼書を必要に応じてご
記入頂いております。
・食品庫にはアレルギーのある児童
の情報を記載しております。

・契約時のアセスメントにおいて確
認してはいるが、定期的な更新が必
要と現在は面談毎に再確認しており
ます。
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45
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有
している

・昼終礼時に毎日ヒヤリハットを作
成している。また解決策の話し合い
を行っている。

・同じような事例が繰り返されてい
る事がある。常に安全を意識した支
援が行えるよう声をかけ合う必要が
ある。

46
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保
する等、適切な対応をしている

・研修内容を基に、個別対応になら
ないような配慮を心掛け、声をかけ
合っている。
・一年に一度、全社員を集めて虐待
防止研修を行っている。フィード
バックの為、参加者全員が研修報告
書を作成している。

47

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うか
に
ついて、組織的に決定し、子どもや保護者に事
前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達
支援計画に記載している

・安全に過ごしていただくための配
慮として、具体事例をご家庭と共有
しながら、必要に応じて記載してい
る。
・飛び出し等で危険回避の為に身体
拘束が必要であった場合でも、送迎
時に保護者に報告している。

・自ら訴えが出来ない児童もいるた
め、職員間での確認を徹底する。
・身体拘束が必要な場面についてス
タッフ間で意思統一を図っていく。
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